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といった特徴が明らかになった。   
 そしてサイズの大きな耳飾りは、少ないながらもそれぞれ
の遺跡に存在しているが、その数が限られることから、大き






































 太田 真琴 
境がモザイク
に入り組んでいることから非常に多様な動物相・植物相が
存在し、また、多様な自然環境に応じて様々な鉱物資源が散
在している。そのような環境の多様性から資源の偏りが生ま
れ、必然的にメソアメリカ各地での長距離交易を促したと考
えられている。 
ところが、膨大
ず、メソアメリカにおける交易を含む経済活動の記録はい
っさい残されていない。そのため、メソアメリカのかつての
経済活動・交易ルートを知るには、地域ごとやそれぞれの文
化の特徴を持った遺物の観察・研究に頼ることになる。現在
まで多くの研究者によってそういった研究・分析が行われ、
どういった範囲にどのようなタイプの交易品が流通していた
のか、当時の交易ネットワークはどのような範囲に及んでい
たのかが明らかになってきている。 
本稿では、チアパ・デ・コルソにお
た4本の骨のうち彫刻が施されている2本の骨のデザインを
構成要素ごとに簡単に纏めた。 
第2章では、先行研究について
は彫刻が施された骨の用途や図像そのものについて着目し
ているが、その彫刻が施された時期についてはあまり述べて
いないようである。 
第3章では、3つの文
表する都市遺跡と共に記した。これらの都市遺跡が存在し
た時期が、チアパ・デ・コルソの彫刻骨作成時期と重なると
考えられる。 
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